
ふっこぷ 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
新平通信Ｒ６.４ 

      
【令和６年度第１回企画展】新収蔵資料展 

令和３年春以来、３年ぶりの新収蔵企画展。ここ３年間に亘って収蔵された新平書翰や掛軸・扁額・色紙・扇子等

が勢揃い。中には、ボーイスカウト制服や猪口・写真・絵葉書も。水沢小唄は、映像や音源と併せて華やかに紹介。 

 １ 水沢小唄絵葉書（寄附者：佐々木昭司様） 

【水沢小唄】作詞：菊池文月、作曲：大村能章 

  「水沢小唄」は、昭和６年に作詞作曲レコード販売、若柳吉郎によって振付けられた。絵葉書

（岩渕写真館撮影）は、１９４３（昭和１８）年観光案内として使用されている。昭和５０年代に復

刻の取組がなされ、１９９２（平成４）年「第一回水沢小唄を偲ぶ会」が開催されている。 

２ 後藤伯記念公民館落成式典 正力松太郎祝辞正本（寄託者：個人匿名） 

 

 
 

一
水
澤
よ
い
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コ
リ
ャ
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駒
ケ
岳
（
や
ま
）
の
気
う
け
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今
も
昔
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す
ぐ
れ
た
人
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出
た
よ
出
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た
ん
と
出
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二
春
の
公
園
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コ
リ
ャ
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花
見
の
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踊
る
舞
子
の 
差
手
引
く
手
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花
が
散
る 

花
が
散
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六
緯
度
を
測
る
は 

コ
リ
ャ
サ 

 
 

世
界
に 

三
所
（
み
と
こ
） 

 
 

木
村
博
士
の 

功
は
高
い 

 
 

Ｚ
項
Ｚ
項 

節目節目に「ヨウイサノサ」等の合いの手が入る 

３ 掛軸（①収蔵：奥州市 ②寄附者：鈴木広海様 ③寄附者：及川健様） 

①
『
洗
眼
人
多
求
聖
水 

醒
心
吾
獨
愛
清
音
』 

（
全
宋
詩
・
張
蘊
「
重
游
大
滌
同
天
」
よ
り
） 

②
『
達
人
大
観
萬
物
を
眇
と
し
、
烈
士
壮
心
四
方
を
懐
く
』 

（
南
宋
の
詩
人
・
陸
游
の
詩
） 

 

③
『
郭
外
水
雲
を
以
て
一
枝
雪
裡(

せ
つ
り)

に
香
る 

吟
身
斜
の
如
く
痩
せ
日
徜
徉
獨
り
□ 

□
郊
様
楼 

膽
水
』 

（
堀
籠
膽
水
：
藩
校
「
立
生
館
」
教
授
） 

人
は
眼
を
洗
う
の
に
多
く
の
聖
水
を
求
め
る
。 

吾
は
心
を
醒
ま
す
の
に
清
ら
か
な
る
音
色
を
愛
す
る
。 

物
事
の
道
理
に
達
し
た
人
は
、
物
事
を
十
分
に
見
抜
い
て

い
る
の
で
万
物
を
小
さ
く
見
る
。
ま
た
、
信
念
を
強
く
持

っ
て
い
る
人
は
勇
ま
し
く
盛
ん
な
心
を
持
ち
、
諸
国
を
遠

遊
す
る
心
を
持
っ
て
い
る
。 

 

城
外
に
出
で
て
水
や
雲
を
眺
め
散
策
し
て
い
る
と
、
冬
の
寒

さ
に
耐
え
て
き
た
一
枝(

梅)

が
、
雪
の
中
で
開
花
し
て
よ
い

香
り
を
放
っ
て
い
る
。
詩
を
苦
吟
す
る
身
は
痩
せ
こ
け
腰
は

曲
が
り
、
日
が
な
ぶ
ら
ぶ
ら
と
気
ま
ま
に
歩
い
て
い
る
。 

 
 

 


